
【整備効果】地域住民の災害に対する安心感の向上
○高知南国道路の全線開通により、緊急時の進出拠点となる高知自動車道、高知新港、高知龍馬空港を津波の影響を受けずに繋ぐ
緊急ネットワークを確保。

○加えて、新たに併設された緊急避難施設により防災機能が向上し、地域住民の災害に対する安心感が向上。
〈災害に強い道路の形成及び新たな緊急避難施設が併設〉
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資料）※1：南海トラフの巨大地震による
震度分布・津波浸水予測(H24.12）高知県

※2：南海地震長期浸水対策の検討結果（H25.3）高知県
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・地域住民の7割は、災害に
対する安心感が向上。

【地域住民の声】

資料）Webアンケート調査（R3.6） 高知南国道路を利用した418名の回答

▼高知南国道路に新たに併設された緊急避難施設（高知中央IC付近）

▼道路断面イメージ（高知中央IC付近）

資料）津波浸水深：南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測(H24.12）高知県
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撮影：R3.2.22 至 高知自動車道
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